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本
町
の
歴
史
は
、
明
治　

年
の
町

２２

村
制
施
行
に
よ
り　

ヶ
村
が
合
併
し

１１

「
五
霞
村
」
が
誕
生
、
そ
の
後
１
０
７

年
の
歳
月
を
経
て
、
平
成
８
年
６
月

１
日
に
「
五
霞
町
」
と
し
て
の
第
一

歩
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
後
の　

年
間
は
、
福
祉

１０

セ
ン
タ
ー
「
ひ
ば
り
の
里
」、
東
西
小

学
校
及
び
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、

道
の
駅
「
ご
か
」
の
整
備
な
ど
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
文

化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
取
り
組

み
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り

切
り
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

６
月　

日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

２５

て
「
町
制
施
行　

周
年
記
念
事
業
」

１０

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
１
部
と
し
て
記
念
式

典
、
第
２
部
と
し
て
記
念
講
演
会
を

開
催
し
、　

周
年
と
い
う
節
目
を
祝

１０

い
ま
し
た
。
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記
念
式
典　
　

　

午
後
１
時
か
ら
行
わ
れ
た
記
念
式

典
で
は
、
受
賞
者
・
招
待
者
１
２
０

名
の
出
席
の
な
か
、
町
長
・
議
会
議

長
か
ら
、
町
の　

年
間
の
歩
み
や
今

１０

後
の
町
政
運
営
へ
の
抱
負
、
受
賞
者

へ
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
、
町
政
各

分
野
に
お
け
る
功
労
が
顕
著
で
あ
っ

た
方
々
へ
、
町
長
か
ら
表
彰
状
及
び

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
自
治
功
労
者

青
木　

兼
一　
　

小
澤　

佳
男

小
林　

正
男　
　

齊 
　

直
春

鈴
木　

誠
之　
　

関
口　
　

博

曽
根　
 

次　
　

染
谷　

森
雄

樋
下
周
一
郎　
　

松
沼　
　

均

松
本　

久
衛　
　

横
田　

勝
利

○
教
育
功
労
者

　

小
村　

�
英

○
福
祉
功
労
者

青
木　

正
男　
　

荒
川　

新
次

篠�
　

悦
子

○
保
健
衛
生
功
労
者

　

大
関　

春
恵

○
感
謝
状
贈
呈
者

秋
庭　

定
典　
　

大
関　

正
義

影
山　
�
治　
　

金
子　

清
明

菊
地　

正
明　
　

菊
地　
　

實

木
村　

雅
晴　
　

栗
原　
　

明

篠�
　
　

勝　
　

島
田　

右
一

須
釜　

君
江　
　

曽
根　

喜
平

染
谷
冨
士
江　
　

竹
内　
 

博

竹
政　

貴
士　
　

中
村
時
太
郎

松
本　

光
代　
　

松
本　

明
美

森
田
元
一
朗

○
特
別
表
彰

　

田
中
信
一
郎　
　

田
村　
 

司
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記
念
講
演
会　

　

第
２
部
の
記
念
講
演
会
で
は
、
聖

路
加
国
際
病
院
の
理
事
長
で
あ
る
日

野
原
重
明
先
生
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

町
内
外
を
問
わ
ず
約
５
０
０
名
の
方

が
参
観
し
、
盛
大
な
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
野
原
先
生
は「
輝
い
て
生
き
る
」

を
テ
ー
マ
に�
顔
が
優
し
い
表
情
に

な
る
と
心
が
ま
す
ま
す
さ
わ
や
か
に

な
り
ま
す
よ�
�
年
と
と
も
に
老
い

る
の
で
は
な
く
成
熟
す
る
の
で
す�

と
い
っ
た
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
と

て
も　

歳
と
は
思
え
な
い
そ
の
元
気

９５

な
す
が
た
に
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

と
き
に
は
笑
い
、
と
き
に
は
真
剣
な

面
持
ち
で
先
生
の
話
し
を
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。


